
こ
の
た
び
の
選
挙
で
市
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
を
受
け
て
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
野
田
義
和
で
す
。

こ
の
間
私
は
、
市
内
各
地
を
回
り
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
ふ
れ
あ
い
、

語
り
合
い
、
熱
い
期
待
と
励
ま
し
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
の
停
滞
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と

活
力
あ
る
東
大
阪
の
再
生

へ
力
強
く
前
進
す
る
こ
と

い
か
な

る
困
難
に
直
面
し
て
も
断
固
た
る
決
意

と
勇
気
を
持
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と

そ
れ
が
私
へ
の
市
民
の
痛
切
な
願
い
で

あ
る
と
確
信
し
、市
長
就
任
に
あ
た
り
、

次
の
三
点
を
市
政
運
営
の
前
提
と
し
て

掲
げ
ま
す
。

第
一
に
、東
大
阪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

民
の
力
、
議
会
の
力
、
行
政
の
力

を

結
集
す
る
。

第
二
に
、
な
す
べ
き
こ
と
を
断
固
や

り
抜
き
、
な
し
て
な
ら
ぬ
こ
と
を
断
固

拒
否
す
る
と
い
っ
た
高
い
倫
理
性
を
保

持
・
徹
底
す
る
。

第
三
に
、東
大
阪
の
未
来
を
見
据
え
、

全
国
の
中
核
市
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
都

市
を
築
く
。

そ
し
て
、
市
民
の
だ
れ
も
が
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
を
実

現
す
る
た
め
、
次
の
五
つ
の
基
本
姿
勢

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

第
一
に
、
草
の
根
の
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
。
第
二
に
、
市
民
生
活
密
着

型
の
施
策
を
推
進
す
る
。
第
三
に
、
子

ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
を
大
切
に
す

る
。
第
四
に
、
商
店
街
が
に
ぎ
わ
い
、

モ
ノ
づ
く
り
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。
第
五
に
、
地
域
と
行
政
の
よ

り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
め
ざ

す
。さ

ら
に
は
、

市
役
所
を
変
え
る

学
校
・
教
育
を
変
え
る

地
域
を

変
え
る

三
つ
の
改
革
と
、

安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り

中
小
企
業
が
元
気
な
ま
ち

づ
く
り

の
五
つ
の
基
本
政
策
を
九
十

五
項
目
に
わ
た
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま
に

お
約
束
し
て
い
ま
す
。

こ
の
九
十
五
項
目
に
つ
い
て
は
、
登

庁
初
日
、
具
体
的
に
市
政
に
反
映
す
る

た
め
の
作
業
を
開
始
す
る
よ
う
職
員
に

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
計
画
と
し
て

ま
と
ま
り
次
第
市
民
の
皆
さ
ま
に
提
示

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行
に
移

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
断
固
た
る
決

意
と
勇
気
を
持
っ
て
、
活
力
あ
る
東
大

阪
の
再
生
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ど
う
か
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

絵
本
の
選
び
方
、
読
み
方
な

ど
を
学
び
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
読
み
聞
か
せ
た
い
方
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
・
テ
ー
マ

月

日

子
ど
も
の
読
書
活

動
に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

日

絵
本

と
は
・
絵
本
の
選
び
方

来
年
１
月

日

絵
本
を

よ
む

２
月

日

プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

日

ま
と
め

☆
い
ず
れ
も
午
前

時

正

午
で
計
五
日
間

◇
講
師

箕
面
子
ど
も
文
庫

連
絡
会

新
井
せ
い
子
さ
ん
、

大
阪
国
際
児
童
文
学
館

土

居
安
子
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
で
き
る
市
内
在
住

の
方
・
三
十
人
（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
住
所
・
氏
名
（
返

信
用
に
も
）
、
電
話
番
号
、
受

講
動
機
を
書
い
て
、

月
３
日

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒

・
０
９
２
４
吉
田
四

七

二
〇

花
園
図
書
館

０
７

２
（
９
６
５
）
７
７
０
０
、

０
７
２
（
９
６
５
）
９
２
１
２

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座

子
ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し

た
瞳
の
先
に
は
、
絵
本
の
世
界

へ
と
い
ざ
な
う
読
み
手
の
姿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
ら
と

ぶ
じ
ゅ
う
た
ん

は
、
平
成

年
に
行
わ
れ
た
お
は
な
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
の
修
了
生

が
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

演
出
が
う
ま
く
い
っ
た
と
き

に
は

子
ど
も
た
ち
と
話
し
手

が
と
も
に
お
話
を
楽
し
み
、
会

場
が
一
体
と
な
る

と
代
表
の

森
田
一
栄
さ
ん
。

花
園
図
書
館
で
毎
週
水
曜
日

の
午
後
３
時
か
ら
３
時

分
ま

で
お
は
な
し
会
を
開
い
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
は
幼
稚
園
や

保
育
所
に
も
出
向
き
、
会
を
開

き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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障
害
者
医
療
証
と
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
証
は
、

月
１
日
か

ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
適
用
と
な
る
方
に
は
新

し
い
医
療
証
を
送
付
し
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

は
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
き
の
必
要
な
方

で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
医
療
証
を
送
付
し

て
い
ま
せ
ん
。
至
急
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
対
象
は
、

知
的
障
害
に
よ
る
障
害
者
医
療

受
給
者
お
よ
び
遺
族
年
金
受
給

な
ど
の
要
件
に
よ
る
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
受
給
者
で
す
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は
窓
口

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
な
ど
で
必

ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
新

し
い
医
療
証
と
健
康
保
険
証
を

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

【
次
の
場
合
は
届
出
を
】

転
出
や
転
居
し
た
と
き

健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
、

ま
た
は
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

死
亡
し
た
と
き

対
象
者
は
申
請
を

対
象
は
、

歳
未
満
の
方
で

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保

険
に
加
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

項
目
に
該
当
す
る
方
で
す
（
生

国
民
健
康
保
険
事
業
は
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

保
険
料
は
、
病
気
や
ケ
ガ

の
医
療
費
を
は
じ
め
、
高
額

療
養
費
や
出
産
育
児
一
時
金

な
ど
の
費
用
の
支
給
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
こ
れ
ら
の
支
払
い

に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な

く
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る

方
と
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

未
納
の
保
険
料
は
す
み
や

か
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
休
日
・
出
張
相
談

納
付
相
談
は
国
保
保
険
料

課
で
常
時
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
次
の
日
程
で
夜
間
・

休
日
・
出
張
相
談
（
来
所
相

談
の
み
）
を
行
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
保
険
料
決
定

通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
・
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

夜
間

月

日

日

午
後
５

時

分

８
時

休
日

月
１
日

、
２
日

午

前

時

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

国
保
保
険
料

課
【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

月

日

午
前

時

午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
保
険
料
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

医
療
費
通
知
を
送
付

月
末
に
、
６
・
７
月
の

診
療
（
請
求
）
分
を
記
載
し

た
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま

す
。医

療
費
通
知
は
、
国
保
加

入
者
の
み
な
さ
ん
に
医
療
費

の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
い
、

健
康
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
年
六
回
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

未
納
の
保
険
料
は

あ
り
ま
せ
ん
か

活
保
護
受
給
者
は
除
く
）
。

【
障
害
者
医
療
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

知
的
障
害
の
程
度
が
重
度

の
方

知
的
障
害
の
程
度
が
中
度

で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方な

お
、
所
得
制
限
は
扶
養
な

し
の
場
合
四
百
六
十
二
万
一
千

円
以
下
（
扶
養
人
数
一
人
に
つ

き
三
十
八
万
円
増
）
で
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
】

児
童
扶
養
手
当
・
遺
族
年
金

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た

そ
れ
に
準
ず
る
基
準
を
満
た
す

方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で
の
年
齢
の
方

前
記
の
方
を
監
護
し
て
い

る
父
ま
た
は
母

前
記
の
方
を
養
育
し
て
い

る
方な

お
、
所
得
制
限
は
扶
養
な

し
の
場
合
百
九
十
二
万
円
未
満

（
扶
養
人
数
一
人
に
つ
き
三
十

八
万
円
増
）
で
す
。

◇

◇

該
当
す
る
方
は
、
健
康
保
険

証
、
印
鑑
、
そ
の
他
必
要
書
類

を
持
っ
て
医
療
助
成
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
の
更

新
手
続
き
と
新
規
申
請
は
、
医

療
助
成
課
で
の
み
受
付
。

◇
問
合
先

医
療
助
成
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
６
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
５

社
会
教
育
の
部

◇
団
体

縄
手
上
四
条
校

区
子
ど
も
会

日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
東
大
阪
第

十
団
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

高

井
田
東
少
年
補
導
員
会

市

川
柳
同
好
会

市
下
小
阪
婦

人
会◇

個
人

窪
内
幾
子
、
桑

田
肇
育
、
橋
野
茂
治
、
藤
田
剛

（
市

協
議
会
）

今

井
小
津
恵
、
岩
下
晃
司
、
岡
本

正
、
久
保
武
夫
、
歳
成
忠
輝
、

森
井
吾
一
（
市
青
少
年
指
導
員

協
議
会
）

梅
村
幸
男
、
辻

村
孝
次
、
福
井
啓
介
、
古
田
幸

雄
、
吉
田
隆
志
（
市
少
年
補
導

員
協
議
会
）

伊
藤
昇
、
河

野
浩
二
（
市
子
ど
も
会
育
成
連

社
会
教
育
の
部

絡
協
議
会
）

岡
本
栄
二
、

福
田
恵
美
子
（
市
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
協
議
会
）

牧
野
昌
子

（
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会
）

辻
晃
、
永
井
勲
、

畑
山
廣
和
（
市
留
守
家
庭
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
長
連
絡

会
）

並
川
和
憲
、
吉
村
俊

二
（
市
体
育
連
盟
）

逢
坂

一
吉
、
佐
々
木
正
治
、
松
本
光

男（
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
）

清
水
雅
子
（
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）

岩
井
翠
扇
、
頭
師

青
雲
（
市
文
化
連
盟
）

林

佐
知
子
（
市
地
域
婦
人
団
体
協

議
会
）学

校
保
健
の
部

学
校
園
医
六
人
、
学
校
園
歯

科
医
四
人
の
方
々
で
す
。

学
校
保
健
の
部

児
童
生
徒
の
部

◇
団
体

孔
舎
衙
中
学
校
合

唱
部◇

個
人

萩
村
和
茂

学
校
教
育
の
部

◇
団
体

市
立
小
学
校
道

徳
教
育
研
究
会

市
立
小
学

校
音
楽
教
育
研
究
会

市
立

中
学
校
音
楽
教
育
研
究
会

学

校

園

の

部

縄
手
小
学
校

孔
舎
衙

小
学
校

孔
舎
衙
東
小
学
校

孔
舎
衙
中
学
校

成
和
小

学
校

弥
栄
小
学
校

鴻

池
東
小
学
校

盾
津
中
学
校

成
和
幼
稚
園

英
田
幼
稚

園

◇

◇

◇
問
合
先

教
育
委
員
会
総

務
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
６
５
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
６
６

児
童
生
徒
の
部

学
校
教
育
の
部

学

校

園

の

部

市
長
交
際
費
を

公
開
し
て
い
ま
す

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に

使
わ
れ
た
市
長
交
際
費

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
公
開
し
て
い
ま

す
。◇

閲
覧
時
間

午
前
９

時

午
後
５
時

分
（
土

・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー

◇
問
合
先

秘
書
室

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

０
０
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
４
７

市長交際費執行状況（平成 年度上半期）
項 目 件 数 金額（円）

祝金、寸志、会費など ０ ０
敬弔費 ９
見舞金、せん別、謝礼など １
賛助金など ４
賄料など ０ ０
その他（記念品） １

合 計

項 目 件 数 金額（円）

広
報
紙

東
大
阪
市
政
だ

よ
り

と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

に
有
料
広
告
の
掲
載
を

開
始
す
る
に
あ
た
り
、
広
告

希
望
の
事
業
主
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

広
告
は
市
と
の
契
約
に
基

づ
き
、
広
告
代
理
店
（

メ

デ
ィ
ア
ー
ト
）
が
取
り
扱
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
政
だ
よ
り
は

月
１
日

号
（
毎
月
１
日
号
に
掲
載
）

か
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

月
３
日

か
ら
掲
載
し
ま

す
。【

市
政
だ
よ
り
】

白
黒
面
の
下
二
段
に
掲

載
。【

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
バ

ナ
ー
広
告
）
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載
。

◇
申
込
・
問
合
先

メ

デ
ィ
ア
ー
ト

０
６
（
６
７

７
４
）
５
５
７
０

◇
問
合
先

広
報
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

０
２
、

０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
１

広告を募集
市政だより ホームページ

市
で
は
、

月
３
日
の

文
化
の
日

に
ち
な
み
、
社
会
教
育
や
学
校
教
育
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
十
九

団
体
と
四
十
三
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
体
・
個
人
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）
。
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東 診 療 所

アルバイト看護師を募集

対象 原則 歳以下で看護師の資格を
有する方 募集人数 １人 勤務時間
午前８時 分 午後５時
■応募・問合先 東診療所 （ ）
、 （ ）

食生活改善推進員養成講座

地域で食生活改善を中心とした健康づ
くりを進めるボランティアを養成しま
す。いっしょに学びましょう。 とき
来年１月 日から３月５日までの毎週水
曜日 午後１時 分 ４時 ※選択受講
日１日を含め計９日間。 ところ 保健
所 内容 医師講演 生活習慣病につい
て 、講話 地域での健康づくり 、栄養
の基礎知識、調理・運動実習など 対象
・定員 全日程を受講できる市内在住の
女性・ 人（申込先着順） 費用 円
申込期限 月 日
■申込・問合先 健康づくり課
（ ） 、 （ ）

東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

とき 月５日 午前９時 分
時 分 対象 結核検診 市内在住の
歳以上の方 肺がん検診 市内在住
の 歳以上の方
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

地区健康相談

とき・ところ 月 日 午前
時 時 はすの広場（近江堂）
日 午後１時 分 ３時 大 公民分
館 日 午前 時 時 ももの
広場（楠根） ※ 日は乳幼児のみ。
内容 乳幼児 身体計測、育児相談な
ど 老成人 検尿、血圧測定など
■問合先 西保健センター

夜間エイズ即日検査

世界エイズデーにちなみ、夜間無料検
査を実施します。即日検査では、検査当
日に結果がわかります（検査は匿名）。
とき 月３日 午後５時 分 ７時
分 ところ 中保健センター 定員
人（当日先着順）
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

活動的な 歳をめざす昼食交流会

とき 月 日 午前 時 分 午
後２時 分 内容 調理実習 旬の食材
を食べて、元気の輪を広げよう 、運動
実技 チョッとでも足腰鍛えて転倒予防
対象・定員 歳以上の独居（昼間独居）
および高齢世帯の方・ 人（申込先着順）
費用 円 ※エプロン、手ふき、筆
記用具を持参。動きやすい服装で参加。
■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

カルシウムをとろう

骨粗しょう症予防料理教室

骨粗しょう症の予防で大切なことは、
若いときに骨密度を高めておくことで
す。ダイエットの経験がある人に予備軍
が増えています。閉経を迎えるまでに骨
密度を一度測っておきましょう。
また、今のうちから骨貯金をするため

に、ヘルスメイトといっしょにカルシウ
ムたっぷりの料理を学びましょう。
【東保健センター】
とき 月７日 午後１時 ３時

分 内容 講話と調理実習 楽しく作ろ
う、かしこくとろうカルシウム 定員
人（申込先着順）
【西保健センター】
とき 月 日 午後１時 ３時

分 内容 講話、調理実習、骨密度測定
※骨密度測定は裸足で測定しますので、
脱ぎやすい靴下で参加してください。

◇ ◇
費用 円 ※エプロン、手ふき、

筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 東・西保健

センター

栄養バランス教室

とき・ところ 月 日 グリー
ンパル（中鴻池） 日 中保健セ
ンター ☆いずれも午後１時 ４時 内
容 お話 栄養バランスガイドって何
？ 、調理実習 季節の素材をつかって
定員 各 人（申込先着順） 費用 円
※エプロン、三角巾、手ふきを持参。
■申込・問合先 中保健センター

絶対にやめましょう
ふぐの素人調理

ふぐのおいしい季節がやってきまし
た。しかし、ふぐはテトロドトキシンと
いう毒を持っており、おもにキモ（肝臓）、
マコ（卵巣）、腸などに含まれています。
ふぐの種類によっては、皮や身の部分に
も毒を持っている場合があります。
毒力は青酸カリの約 倍といわれ

ており、加熱してもなくなりません。ふ
ぐの食中毒は、口や口びる、手足の麻痺
にはじまり、やがては呼吸困難を起こし
高い確率で死亡するとても怖いもので
す。
お店でふぐを提供するには ふぐ販売

営業 の許可と ふぐの調理資格（ふぐ
取扱登録者） の資格が必要です。家庭
で食べる場合は、適切に処理されたふぐ
を使用し、釣ってきたふぐの素人調理は
絶対にやめましょう。
市では、来年２月までを ふぐ販売営
業一斉取締り期間 として、ふぐを原因
とする事故発生防止の監視・指導を強化
します。
■問合先 食品衛生課 （ ） 、
（ ）

周囲の気配りで、子どもの事故の大
部分は防げます。 うちは大丈夫だろ
う と思わずに、子どもの目線で周囲
を改めてチェックしてください。
危ないからさわったらダメ！ そ

こは危ないから行ったらダメ！！ と、
ついつい子どもを怒っていませんか。
事故防止に気を配れば、そんな言葉を
減らすことにもつながります。
【０歳児に多い窒息】
ふわふわの布団やよだれかけのひ

も、ピーナッツや飴などが気管に詰ま
って窒息することがあります。
直径 未満のものは子どもの口の

中に入るため、タバコや硬貨などの小
物は手の届かない場所に置きましょう。
【１ ４歳児に多いおぼれ】
浴槽や洗面器にたまった深さ の
水でもおぼれることがあります。水周
りに注意しましょう。
【１歳以上に多い交通事故】
子どもは大人に比べ２分の１の視野

しかないため、交通事故への注意も必

要です。
◇ ◇

子どもは思いもよらない行動をとる
ことがあります。目を離しても大丈夫
な環境をつくりましょう。
また、日本中毒情報センターでは、
タバコや医薬品などの化学物質および

動植物の毒によって起こる急性中毒の
相談を受け付けています（異物誤飲や
食中毒を除く）。 大阪中毒 番
（ ） たばこ専用

（ ） ※ともに 時間、 日
対応。平成 年９月から相談電話の番
号が変更となっていますのでご注意く
ださい。 ※各保健センターで日常生
活に潜んでいる危険などを示した 事
故予防コーナー を設けています。
■問合先 健康づくり課 （ ）
、 （ ）

本ほ
ん

市し

で
は
、
蛇は

草ぐ
さ

・
荒あ

ら

本も
と

両り
ょ

識う
し

字き
じ

学が
っ

級き
ゅ

やう

長ち
ょ

栄う
え

・い

太た
い

平へ
い

寺じ
り

両ょ
う

中ち
ゅ

学う
が

校っ
こ

夜う
や

間か
ん

学が
っ

級き
ゅ

、う

曙し
ゅ

光が
ん

、

ウ
リ
ソ
ダ
ン
、

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー

法ほ
う

人じ
ん

東ひ
が

大し
お

阪お
さ

日か
に

本ほ
ん

語ご
き

教ょ
う

室し
つ

、
よ
み
か
き
教き
ょ

室う
し

なつ

ど
で
多お
お

く
の
方か
た

が
文も

字じ

の
読よ

み
書か

き
を
学ま
な

ん
で
い
ま
す
。

市し

民み
ん

の
み
な
さ
ん
に

識し
き

字じ

に
対た

い

す
る
理り

解か
い

と
認
識し
き

を
深ふ
か

め
て
い
た
だ
く
た
め
、が

学っ
き

級ゅ
う

生せ
い

の
学が
く

習し
ゅ

のう

成せ
い

果か

で
あ
る
作さ
く

品ひ
ん

や

識し
き

字じ

に
関か
ん

す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展て

ん

示じ

す
る

識し
き

字じ

展て
ん

を

開か
い

催さ
い

し
ま
す
。

ぜ
ひ
来ら

い

場じ
ょ

しう

て
い
た
だ
き
、

文も

字じ

の
大た

い

切せ
つ

さ

を
か
み
し
め
、
一ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
文も

字じ

に
込こ

め
ら
れ
た
思お
も

い
を
感か
ん

じ
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

月が
つ

日に
ち
か

日に
ち
も
く

午ご

前ぜ
ん

９

時じ

午ご

後ご

５
時じ

（

日に
ち

は
午ご

後ご

４
時じ

ま
で
）

◇
と
こ
ろ

市
役
所

し
や
く
し
ょ

一い
っ

階か
い

多た

目も
く

的て
き

ホ
ー
ル

◇
内な

い

容よ
う

識し
き

字じ

啓け
い

発は
つ

パ
ネ
ル
展て

ん

示じ

学が
っ

級き
ゅ

生う
せ

のい

作さ
く

品ひ
ん

や
文ぶ
ん

集し
ゅ

なう

ど
の
展て
ん

示じ

よ
み
か

き
相そ

う

談だ
ん

な
ど

◇
問と

い

合あ
わ

先せ
さ
き

社し
ゃ

会か
い

教き
ょ

育う
い

課く
か

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
７
９
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８

３
５

大阪府小児救急電話相談では、毎日
午後８時から翌朝午前８時まで、プッ
シュ回線（＃ ）とダイヤル回線（
・ ・ ）で、小児科医の支援体
制のもと看護師と保健師が電話相談に
応じています。
このほど、携帯電話からも小児救急
電話相談プッシュ回線（＃ ）を利
用できることになりました。ただし、
＃ で電話がつながらない場合は、
ダイヤル回線をご利用ください。

内容 夜間の子どもの急病時、病院
へ行ったほうが良いかどうか判断に迷
ったときなど ※電話相談のみであ
り、診療や指示などの医療行為は行い
ません。明らかに緊急を要する急病の
場合は 番をご利用ください。
くわしくは、府ホームページ（

）をご覧ください。
■問合先 地域健康企画課

（ ） 、 （ ）
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歳
入
減
に
と
も
な
い
歳
出
を
抑
制

平
成

年
度
普
通
会
計
決
算

の
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

収

支

平
成

年
度
の
実
質（
累
積
）

収
支
は
、
八
億
六
千
七
百
万
円

の
黒
字
と
な
り
、
平
成
７
年
度

か
ら
十
二
年
連
続
し
て
黒
字
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
単
年
度
収
支
も
五
千

万
円
の
黒
字
で
、
二
年
連
続
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳

入

合
計
（
千
六
百
七
十
九
億

二
千
八
百
万
円
）

市
税
収
入
は
、
七
百
五
十
六

億
四
千
五
百
万
円
で
、
二
年
連

収

支

歳

入

（
千
六
百
七
十

二
千
八
百
万
円

続
で
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。個

人
・
法
人
市
民
税
は
、
定

率
減
税
の
縮
小
な
ど

の
税
制
改
正
や
景
気

の
回
復
を
反
映
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、

二
十
六
億
三
千
百
万

円
の
増
収（
前
年
比
）

と
な
り
ま
し
た
が
、

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
は
、
評
価
替

え
が
地
価
の
下
落
を

反
映
す
る
な
ど
、
二

十
三
億
七
千
万
円
の

減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。地

方
譲
与
税
は
、

三＊

位
一
体
改
革
に
伴
う
所
得
譲

与
税
の
増
加
に
よ
っ
て
、
十
五

億
五
百
万
円
増
収
と
な
り
ま
し

た
が
、
国
庫
支
出
金
は
、
市
街

地
再
開
発
事
業
の
縮
小
に
加

え
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
な

ど
で
、
二
十
四
億
八

千
五
百
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
減
債

基
金
や
公
共
施
設
整

備
基
金
の
取
り
崩
し

抑
制
に
よ
り
二
十
九

億
七
千
万
円
減
少
。

ま
た
、
市
債
は
退＊

職
手
当
債
が
増
加
し

た
も
の
の
、
土
地
開

発
公
社
健
全
化
事
業

債
の
減
少
や
建
設
事

業
債
の
借
入
金
を
抑

制
し
た
た
め
、
十
二

億
二
百
万
円
減
少
し
、
百
三
十

九
億
六
千
二
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

歳

出

合
計
（
千
六
百
六
十
七
億

七
千
九
百
万
円
）

人
件
費
は
、
大
量
の
定
年
退

職
者
に
よ
り
退
職
手
当
が
大
幅

に
増
加
し
た
も
の
の
、
職
員
数

の
削
減
効
果
に
よ
っ
て
九
億
二

千
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

扶
助
費
は
、
児
童
手
当
の
制

度
拡
充
や
生
活
保
護
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
十
億
三
千
万
円

の
増
加
。

公
債
費
は
、
臨＊

時
財
政
対
策

債
、
減
税
補
て
ん
債
の
償
還
な

ど
に
よ
っ
て
、
七
億
七
千
二
百

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
出
金
は
、
公
共
下

水
道
事
業
の
資
本
費
平
準
化
債

の
活
用
に
よ
り
、
二
十
六
億
七

歳

出

（
千
六
百
六
十

七
千
九
百
万
円

平成 年度

決算の概要
平成 年度

千
九
百
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。建

設
事
業
費
は
、
市
街
地
再

開
発
事
業
の
事
業
費
の
抑
制
な

ど
に
よ
っ
て
、
五
十
一
億
七
千

三
百
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経＊

常
収
支
比
率
は
、
退
職
手
当

債
と
下
水
道
資
本
費
平
準
化
債

の
活
用
に
よ
り
、
人
件
費
お
よ

び
繰
出
金
に
お
い
て
比
率
を
下

げ
る
こ
と
と
な
り
、
全
体
で
三

・
七
ポ
イ
ン
ト
減
の
九
四
・
九

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
退
職
手
当
債
に
よ

る
財
源
確
保
が
な
け
れ
ば
九
六

・
八

と
な
る
な
ど
、
依
然
と

し
て
硬
直
し
た
状
況
に
あ
り
ま

す
。

地
方
債
残
高

平
成

年
度
末
の
地
方
債
残

高
（
借
金
残
高
）
は
、
千
六
百

七
十
億
二
千
三
百
万
円
で
、
前

年
度
末
よ
り
十
六
億
八
千
五
百

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

地
方
債
残
高

こ
れ
は
、
退
職
手
当
債
や
臨

時
財
政
対
策
債
の
発
行
増
が
お

も
な
要
因
で
す
。

◇

◇

団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
期

を
迎
え
、
退
職
手
当
が
大
幅
に

増
加
す
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
中
で
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
市
税
収
入
率

の
向
上
、
職
員
数
の
削
減
や
給

与
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
の

抑
制
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
許

可
を
さ
れ
た
退
職
手
当
債
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
支
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
今
後
数
年
間
に
わ

た
り
定
年
退
職
者
数
が
ピ
ー
ク

と
な
り
、
ま
た
、
社
会
保
障
関

係
費
の
自
然
増
加
も
見
込
ま
れ

る
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま

す
。今

後
も
引
き
続
き
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

◇
問
合
先

財
政
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
２
４
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
０

【
用
語
説
明
】

＊
三
位
一
体
改
革

地
方

分
権
を
進
め
る
た
め
、
地
方

交
付
税
を
見
直
す
と
と
も
に

国
庫
支
出
金
を
廃
止
・
縮
小

す
る
一
方
、
国
か
ら
地
方
へ

税
源
を
移
譲
す
る
も
の
。

＊
退
職
手
当
債

退
職
手

当
の
財
源
に
充
て
る
特
例
地

方
債
。
団
塊
の
世
代
の
大
量

退
職
に
対
応
す
る
た
め
、
国

が
発
行
条
件
を
緩
和
し
た
も

の
で
、
行
革
な
ど
に
取
り
組

む
自
治
体
に
許
可
さ
れ
る
も

の
。＊

臨
時
財
政
対
策
債

国

が
定
め
る
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
不
足
す
る
地
方
財
政

の
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の

特
例
地
方
債
。

＊
経
常
収
支
比
率

市
の

財
政
構
造
を
み
る
指
標
の
一

つ
で
、
経
常
的
な
収
入
が
人

件
費
な
ど
の
経
常
的
な
経
費

に
使
わ
れ
た
割
合
を
示
す
も

の
。

自転車の転倒により子どもが頭を打つ事故が多発しています。
子どもを乗せるときは 幼児用ヘルメット を着用させましょう

自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ
で
も

気
軽
に
利
用
で
き
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
乗
り
方
を
間
違
え
る
と
大
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
や
さ
し
さ
で
大
切
な
命

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
四
割
は

自
転
車
事
故

最
近
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い

て
事
故
に
あ
う
人
や
ケ
ガ
を
す

る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
の
市
内
で
起
き
た

交
通
事
故
件
数
は
四
千
三
十
六

件
で
、
う
ち
千
五
百
三
十
件
は

自
転
車
事
故
で
す
。
こ
れ
は
府

内
で
起
き
た
自
転
車
事
故
の
割

合
に
比
べ
七
・
八

高
い
三
七

・
九

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

も
う
一
度
確
認
を

自
転
車
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
理

解
し
、
安
全
に
利
用
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

自
転
車
は
道
路
交
通
法
で
は

軽
車
両
で

車

の
仲
間
で
す
。

車

の
自
覚
と

安
全
運
転

も
う
一
度
確
認
を

交
通
事
故
の
四
割
は

を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

自
転
車
に
乗
る
人
も
周
囲
の

人
も
安
全
に
道
路
を
利
用
す
る

た
め
に
、
自
転
車
に
乗
る
と
き

は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

乗
る
前
に
自
転
車
の
点
検

・
整
備
を
し
て
お
く

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る

場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

で
は
、
必
ず
止
ま
り
安
全
確
認

信
号
は
必
ず
守
る

二
人
乗
り
や
傘
差
し
運

転
、
携
帯
電
話
で
話
し
な
が
ら

の
運
転
は
危
な
い
の
で
や
め
る

※
二
人
乗
り
は

歳
以
上
の

方
が
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗

せ
る
場
合
を
除
く
。

自
転
車
も
お
酒
を
飲
ん
だ

ら
絶
対
に
乗
ら
な
い

暗
く
な
る
前
か
ら
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
反
射
材
を

つ
け
る

※
交
通
ル
ー
ル
を
違
反
し
た

場
合
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

平
成

年
９
月
に
改
正
道
路
交

通
法
が
施
行
さ
れ
、
飲
酒
運
転

・
交
通
事
故
の
罰
則
が
さ
ら
に

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
を
施
策
に

市
で
は
昨
年
、

放
置
自
転

ア
イ
デ
ア
を
施
策
に

車
で
困
っ
た
体
験
談
や
問
題
解

消
へ
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア
募

集

を
行
い
、
二
十
五
人
か
ら

四
十
三
件
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考

に
、
放
置
自
転
車
へ
の
啓
発
や

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

意
見

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

に
放
置
自
転
車
が
置
か
れ
て
い

る
た
め
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方

が
危
険
な
目
に
あ
っ
て
い
る

対
策

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
横
の

地
面
に
、
昨
年
の

月
ご
ろ
か

ら
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け

て
、
放
置
し
な
い
よ
う
理
解
を

求
め
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
の
駅
前
な
ど
、
約

二
十
か
所
に
設
置
し
て
お
り
、

放
置
自
転
車
の
数
は
以
前
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。

意
見

自
ら
放
置
は
い
け
な

い
と
認
識
す
る
方
法
を

対
策

中
学
生
に
職
場
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
駅
前
を
通
行

す
る
人
に
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

放
置
自
転
車
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
む
撤
去
作
業
な
ど
に
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

体
験
学
習
を
し
た
中
学
生
か

ら
は
、

自
転
車
を
撤
去
す
る

仕
事
の
大
変
さ
が
わ
か
り
ま
し

た
。
自
転
車
は
駐
輪
場
に
置
こ

う
と
思
い
ま
す

な
ど
、
実
際

の
現
場
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
認
識
を
深
め
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

意
見

鉄
道
事
業
者
な
ど
と

の
連
携
を

対
策

平
成

年
６
月
に
、

市
、
鉄
道
事
業
者
、
警
察
と
放

置
自
転
車
に
取
り
組
む
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

鉄
道
事
業
者
と
は
、
自
転
車

駐
車
場
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
警
察
と
は
撤
去
自

転
車
の
防
犯
登
録
照
会
業
務
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。◇

◇

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
、

歩
行
者
の
安
全
と
車
か
ら
自
分

の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

市
と
警
察
署
で
は
、
交
通

ル
ー
ル
や
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
な
ど
を
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
交
通
安
全
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。

月

日
、
英
田
南
小
学

校
で
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
、
一
年
生
は
歩
く
と
き
の

注
意
を
、
三
年
生
は
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
左

側
か
ら
乗
り
、
左
端
を
走
っ

て
、
左
側
か
ら
降
り
る
と
い

う

三
つ
の
左

を
河
内
警

察
署
の
署
員
が
わ

か
り
や
す
く
指
導

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童

た
ち
は
実
際
に
自

転
車
に
乗
り
、
車

が
置
か
れ
た
見
通

し
の
悪
い
場
所
で

は
、
し
っ
か
り
と

左
右
を
見
て
安
全

確
認
す
る
こ
と
を
実
践
し
て

い
ま
し
た
。

学
ん
だ
児
童
は

車
が
き

て
い
る
と
き
は
、
飛
び
出
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
が
す
ご

く
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
家

に
帰
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
に

も
教
え
て
あ
げ
た
い
で
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

読
者
の
心
を
つ
か
む

情
報
誌
・
広
報
誌
の

制
作
入
門
講
座

楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る

情
報
誌
・
広
報
誌
の
作
り
方

を
伝
授
。
制
作
の
ポ
イ
ン
ト

と
流
れ
を
つ
か
み
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
技
を
磨
き
ま

す
。◇

と
き

月
８
日

午
前

時

正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

査
な
ど
）
と
い
っ
た
事
業
企

画
に
役
立
つ
調
査
手
法
を
学

び
ま
す
。

◇
と
き

月
８
日

午
後
１
時

４
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

階
研
修
室

◇
講
師

大
阪

セ

ン
タ
ー

大
友
康
博
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

市
民
活

動
を
し
て
い
て
、
組
織
を
良

く
す
る
た
め
に
調
査
が
必
要

と
考
え
て
い
る
方
・
二
十
人

（
抽
選
）

◇

◇

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

書
い
て
、

月
３
日

（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク

ス
、

メ
ー
ル
で
も
可
）

◇
申
込
・
問
合
先

〒

・
８
５
２
１
市
役
所
ま
ち
づ

く
り
支
援
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
３
５
０
、

０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
２
、

メ
ー
ル

＠

階
研
修
室

◇
講
師

大
阪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
出
版
部

大
谷
隆

さ
ん◇

対
象
・
定
員

市
民
活

動
を
し
て
い
る
方
・
二
十
人

（
抽
選
）

地
域
課
題
の
発
見
・

事
業
計
画
に
役
立
つ

調
査
基
本
セ
ミ
ナ
ー

調
査
の
計
画
や
方
法
、
資

料
の
収
集
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調

市
民
活
動
で
活
気
あ
る
ま
ち
へ

フ
ォ
ー
ラ
ム

講
座
な
ど
開
催
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■ ■
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■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
■ ■
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■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

忘
れ
る
な

命
の
尊
さ

大
切
さ

小
学
校
六
年
生
（
人
権
作
品
集
）

忘
れ
る
な

命
の
尊
さ

大
切
さ

小
学
校
六
年
生
（
人
権
作
品
集
）

◇
問
合
先

交
通
対
策
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
２
２
６
、

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
６

（単位：百万円）

区 分 平成 年度 平成 年度 増減額

歳 入（ ）

歳 出（ ）

収 支（ ） （ ） （ ）

翌年度へ繰越す財源（ ）

実質収支（ ）（ ）（ ）

区 分 平成 年度 平成 年度 増減額

歳 入（ ）

歳 出（ ）

収 支（ ） （ ） （ ）

翌年度へ繰越す財源（ ）

実質収支（ ）（ ）（ ）

生
演
奏
に
ふ
れ
て
も
ら
お

う
と
、
平
成

年
か
ら
市
役

所
で
定
期
的
に

ひ
る
や
す

み
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
出
演
し
た
フ

ル
ー
ト
や
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の

四
組
と
、
大
阪
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
交
響
楽
団
弦
楽
四
重
奏

（
写
真
）
を
招
き
、
特
別
公

演
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き

来
年
１
月

日

午
後
１
時

４
時
（
開

場
は
三
十
分
前
か
ら
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
の
方

※
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
。
未
就
学
児
は
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

◇
定
員

二
百
人（
抽
選
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
枚
二
人
ま
で
）
に
行

事
名
、
住
所
・
氏
名
（
返
信

用
に
も
）
、
電
話
番
号
、
希

望
人
数
を
書
い
て
、

月

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に

郵
送◇

申
込
・
問
合
先

〒

・
８
５
２
１
市
役
所
文
化
国

際
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
５
５
、

０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

クラシックの
生演奏を
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■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

【
身
近
な
材
料
で
ク
リ
ス

マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う

】

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ

ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て
、
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
小
物
入
れ

を
作
り
ま
す
（
申
込
不
要
）
。

◇
と
き

月
８
日

午
後
１
時

分

３
時

分

（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）

◇
対
象
・
定
員

４
歳
以

上
の
方
・
三
十
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
費
用

百
円

【
親
子
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

教
室

思
い
出
の
星
空
プ
レ

ゼ
ン
ト
】

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
自
分

で
操
作
し
て
、
見
た
い
日
の

星
空
を
投
影
し
ま
す
（
解
説

も
あ
り
）。

◇
と
き

月

日

午
後
２
時

４
時

◇
対
象
・
定
員

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
・
六
組
十
二

人
（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
五
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
組
一
枚
）
に
教
室
名
、

住
所
、
親
子
の
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
見

た
い
星
空
の
年
月
日
を
書
い

て
、

月
７
日

（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
（

メ
ー
ル
で

も
可
）

【
子
ど
も
パ
ソ
コ
ン
教
室

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
】

専
用
ソ
フ
ト
で
作
り
ま

す
。◇

と
き

月

日

午
前

時

正
午

午
後
２
時

４
時

※

・

は
同
じ
内
容
。

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

学
の
小
学
校
三

六
年
生

◇
定
員

各
十
二
人
（
抽

選
）◇

費
用

五
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
・
コ
ー
ス
名
、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、

月

７
日

（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
（

メ
ー
ル
で
も
可
）

◇

◇

機
器
の
点
検
と
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
ソ
フ
ト
入
れ
替
え
の

た
め
、

月
４
日

、
５
日

は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
７
日

ま

で
休
止
し
、
８
日

か
ら
冬

番
組

ぼ
く
ら
は
地
球
の
ア

ト
ラ
ス
だ

を
投
影
し
ま

す
。◇

と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒

・
０
９
２
３
松
原

南
二

七

二
一

ド
リ
ー

ム

０
７
２
（
９
６
２
）

０
２
１
１
、

０
７
２
（
９

６
２
）０
８
１
０
、
メ
ー
ル

＠
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一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る

場
所
は
必
ず
止
ま
っ
て
左

右
確
認

（
仮
称
）市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会

で

は
、
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
市
民
活
動
団
体
（

、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

を
支
援
す
る

市
民
活
動
セ

ン
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
公
開
討

論
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
市
民
活
動
を
し
て

い
る
方
や
活
動
を
検
討
し
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か（
申
込
不
要
）。

◇
と
き

月

日

午
後
７
時

９
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
二
十

二
階
会
議
室



東 大 阪 市 政 だ よ り平成 年 月 日 第 号 （ ）

大人が楽しむお話会

とき 月 日 午前 時 分
正午 内容 みっけ鳥 八郎 アディ
ーニハァースの英雄 ほか 東大阪おはな
しの会ねっこぼっこ 対象・定員 市内
在住の方・ 人（当日先着順）
■ところ・問合先 花園図書館

（ ） 、 （ ）

ウィークエンドギャラリー

老人クラブの絵画展を行います。 と
き 月１日 、２日 午前 時 午
後５時
■ところ 問合先 ゆうゆうプラザ（日

下） （ ） 、 （ ）

枚 岡 公 園

クロスカントリー競走大会

自然いっぱいの山道コースで健脚を競
いませんか。 とき 来年２月３日
午前 時 分から（雨天時は 日 に延
期） ところ 枚岡公園
種目・距離 【男子】 一般 （

歳以上）、一般 （ 歳未満）、高校生 、
５ 中学校 ・ 年生 ３ 中学
校１年生 ２ 【女子】 一般 （
歳以上）、一般 （ 歳未満）、高校生
２ 、 中学生 ※１人１種
目で、各種目１位から６位までの方に賞
状と賞品を授与。参加者全員に参加賞を
進呈。 費用 一般、高校生
円 中学生 円
申込方法 申込用紙に必要事項を書き、
費用を添えて 月 日 までに直接また
は郵送 ※郵送の場合は、郵便為替また
は現金書留で、 円切手を貼った返信用
封筒（住所・氏名を記入）を同封してく
ださい。 申込用紙配布 青少年スポー
ツ室、東大阪アリーナ、東体育館、行政
サービスセンター
■申込・問合先 〒 ・ 市役所青
少年スポーツ室内枚岡公園クロスカント
リー競走大会実行委員会 （ ） 、
（ ）

あるこう会

奈良県・飛鳥地方の橘寺や高松塚古墳
などを訪ねます。 とき 月 日
☆長瀬老人センターに午前８時 分集
合、午後４時 分ごろ解散 対象・定
員 市内在住の 歳以上の方 人（申
込先着順） 費用 円 ※弁当を
持参。 申込方法 費用を添えて直接
■申込・問合先 長瀬老人センター
（ ） 、 （ ）

グリーンガーデンひらおか

冬 の 催 し

【健康ヨガ入門】
とき 月２日 午前 時から 講
師 日本ヨガ普及協会 中野陽子さん
定員 人（抽選） 費用 円 申込期
限 月 日
【生駒山ろく紅葉ハイキング】
とき 月８日 ☆グリーンガーデ
ンひらおかに午前９時 分集合 コース
神津嶽 慈光寺 大原山 水車小屋跡（約
７ ） 講師 枚岡ハイキングクラブ 佐
野安夫さん 定員 人（抽選） 費用
円 申込期限 月 日
【正月飾り 布花（ツバキ）の壁かけ】
布を使って作ります。 とき 月

日 午前 時から 講師 布花主宰
藤井真知子さん 定員 人（抽選） 費
用 円 申込期限 月８日

◇ ◇
申込方法 行事名、住所、氏名、年齢、

電話番号を電話またはファクスで
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか （ ） 、
（ ）

不動産の公売

市税の滞納により差し押さえた不動産
の公売を行います。 とき 月５日
午前 時から ところ なにわ北府税
事務所 物件 柏田西１丁目の土地
（物件上には第３者所有の建物あり）

公売方法 入札
■問合先 納税課 （ ） 、
（ ）

東大阪アリーナのプール休館

月 日 から 日 までは、水泳
大会開催のためプールの一般利用はでき
ません。
■問合先 東大阪アリーナ （ ）
、 （ ）

市民美術センター
展示室・和室・茶室などを貸出

市民美術センターの施設を貸し出しま
す。 利用期間 来年４月１日 ８月
３日 （特別展などの期間を除く） 施設
第１ ３展示室、和室、茶室、会議室
※会議室のみの利用は不可。 対象 美
術、書道、工芸、文学、茶花道、手芸な
どの発表・展示会 申込方法 月１日

７日 午前 時 午後５時に直接
（月曜日は休館） ※申込多数の場合は抽
選。申込締切後に空き施設があるときは
来年１月５日 から受付（申込先着順）。
■申込・問合先 市民美術センター
（ ） 、 （ ）

犯罪被害者週間
月 日 月１日

府では、だれもが安心して暮らすこと
ができるまちをめざしています。 月
日 から 月１日 までの 犯罪被害者
週間 にあわせて啓発展を開催します。
とき・内容 月 日 月１日
午前 時 午後５時（初日は午後１

時から、最終日は午後４時まで） パネ
ル展示 月１日 午後１時 ２時
分 メッセージ ミュージック（弦楽
四重奏などの演奏を交え、犯罪被害者が
語る） ところ 大阪放送会館ア
トリウム（大阪市中央区）
■問合先 大阪府安全なまちづく

り推進課 （ ） 、 （ ）
政策推進室 （ ） 、

（ ）

国際交流パーティー

留学生など外国籍の方が集う交流の場
に参加しませんか。 とき 月 日
午後６時 ８時 ところ クレアホール
ふせ（布施北側商店街内） 対象・定員
市内在住、在勤、在学の方・ 人（申込
先着順） 費用 大人 円 学
生・未就学児 無料 ※小学生以下は大
人同伴（大人１人につき子ども２人ま
で）。 ※プレゼント交換をしますので
円程度のプレゼントに簡単なメッセ

ージを添えて持参。 申込方法 参加者
全員の住所、氏名、電話番号、大人と学
生の区分を 月５日 までに電話または
ファクス、 メールで
■申込・問合先 文化国際課 （ ）
、 （ ） 、 メール
＠

やまなみコンサート

とき 月１日 午後２時から 内
容 竹村菜美さん（オーボエ）、上野薫さ
ん（ピアノ）による アダージョとアレ
グロ など 定員 人（当日先着順）
■ところ 問合先 やまなみプラザ（四

条） （ ） 、 （ ）

ボランティア あいあいサロン

童謡、唱歌などをみんなで歌います。
とき 月１日 午後１時 分 ３時
分 ところ 総合福祉センター 定員
人（申込先着順） ※ボランティア活

動やイベントなどの情報提供もしていま
す。手話通訳、要約筆記が必要な方は申
込時にお伝えください。
■申込・問合先 市民福祉活動センタ
ー （ ） 、 （ ）

鴻池新田会所公開 周年記念

作品展 会所を描こう

鴻池新田会所公開 周年記念 会所を描
こう に参加した方々の写生作品などを展
示します。 とき 月 日 月２
日 午前 時 午後４時（月曜日は休
館） ※入館料（小・中学生 円、高校
生以上の方 円）が必要。
■ところ・問合先 鴻池新田会所

（ ） 、 （ ）

新増築家屋評価調査にご協力を

住宅や工場などの建物を新築・増築す
ると、固定資産税と都市計画税が課税さ
れます。現在、評価額などを決めるため
固定資産評価補助員証 を持った調査
員が調査を行っています。
調査の際には、建築確認書や工事請負

見積書などを見せていただくことがあり
ますので、協力をお願いします。
■問合先 固定資産税課 （ ）

、 （ ）

法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付 （ ） 月・水・金
曜午後１時 ４時、第２火曜午後５時
８時（申込先着 人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン

ター】 １週間前から電話で受付 （
） 日下 奇数月の第１木曜
四条 第１・３火曜 中鴻池 偶数
月の第１木曜 若江岩田駅前 第２・
４火曜 楠根 偶数月の第３木曜
布施駅前 第２・４木曜 近江堂 奇
数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】

荒本 第２火曜 （ ） 長

法 律

人 権 法 律

瀬 第４火曜 （ ） ※いず
れも午後１時 ４時で、予約制
中 小 企 業
【中小企業振興会】 に関す
る相談 第４火曜 店舗デザイン相談
第４水曜 ※いずれも午後１時 分
４時で、予約制 （ ）
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月 金曜午前９
時 午後４時 （ ）
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜
午前 時 午後５時 （ ）
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因
により就職が困難な方の相談に応じま
す。職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 永和 （
） 意岐部 （ ）
長瀬 （ ） ※いずれも月
金曜の午前９時 午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に
応じます。月 金曜午前９時 午後５時

中 小 企 業

パート・労働問題の相談

就職にお困りの方の雇用・就労相談

よ み か き

分 （ ） （社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 面接相
談（予約制） 火・水・土曜（５週目は
なし）午前 時 正午、午後１時 ４時、
第４火曜午後６時 ９時 （ ）
電話相談 火 日曜午前 時 午後４
時、金曜午後６時 ９時 （ ）
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月

金・第１土曜（１・５・ 月は第２土曜）
午前９時 午後５時 分で、予約制
（ ）
【子どもの悩み相談（保護者・市民専

用）】 月 土曜午前９時 午後９時（土
曜は午後５時まで） （ ）
【いじめ・悩み 番（子ども専用）】
月 土曜午前９時 午後９時（土曜は午
後５時まで） （ ）
【すこやかテレホン】 月・火・木
・金曜午後５時 ８時 日曜、祝日午
前９時 午後５時 （ ）
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ

ー】 来所相談 月曜（鴻池）、水曜（長

女性のための相談

教育・子育て相談など

瀬）、木曜（荒本）午前９時 分 午後 時
（予約制） 電話相談 月 土曜午前
時 分 午後 時 （ ） （鴻池）、
（ ） （長瀬）、（ ） （荒本）
【子育て相談ダイヤル（休日・夜間専

用）】 （ ） 平日 午後
５時 分 翌日午前９時 土・日曜、
祝日 時間
消 費 生 活
月 金曜午前９時 分 午後５時（電
話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） （ ） （消費生活
センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前 時 午後４時

（予約制） （ ） （交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月 金曜午前
時 午後４時 （ ）
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜午後
１時 ４時 分（１人 分以内）で予約
制 （ ）

消 費 生 活

交 通 事 故

医 療

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

※いずれも無料。祝日・休日は
行いません（すこやかテレホン、
子育て相談ダイヤルを除く）。

定 例 相 談定 例 相 談

こくさいこうりゅう
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女性のための仕事イキイキ講座

職場で役立つ知識、企画、プレゼンテ
ーション力を養います。 とき・内容
月 日 好感度アップの会話術

など ソーシャルスキル・プログラム
吉田真知子さん 月２日 効果
的なプレゼンテーション など 女性と
仕事研究所 金谷千慧子さん ☆いずれ
も午後１時 ４時で計２日間 対象・定
員 市内在住、在勤、在学の女性・ 人
（抽選） ※１歳６か月 就学前幼児の
保育あり（１人 円で要予約・定員８
人）。 申込方法 往復ハガキに講座名、
受講動機、住所、氏名、電話・ファクス
番号、保育の有無（子どもの氏名、生年
月日も）を書いて、 月 日 （必着）
までに郵送（ファクス、 メールでも可）
■ところ 申込 問合先 〒 ・

岩田町４ ３ イコーラム（男女
共同参画センター） （ ） 、

（ ） 、 メール ＠

しめなわとミニ門松づくり

とき 月９日 午前 時 午後３
時 定員 人（申込先着順） ※入館
料（一般 円、高校・大学生 円、
小・中学生 円）が必要。 申込方法
月 日 午前９時から電話で
■ところ・申込・問合先 郷土博物館
（ ） 、 （ ）

分譲マンションセミナー

マンションの維持・修繕をアドバイス
します。 とき 月９日 午後１時
分 ４時 分 ところ 八尾市役所
対象 分譲マンションに住んでいるまた
は管理組合役員の方 定員 人（申込先
着順） 申込方法 ハガキに住所、氏名、
電話番号、参加人数、分譲マンション名ま
たは管理組合名を書いて、 月 日 ま
でに郵送（ファクス、 メールでも可）
■申込・問合先 〒 ・ 大阪市

中央区今橋２ ３ 大阪府住宅供給公
社マンション建替・相談室 （ ）

、 （ ） 、 メール
＠

■問合先 住宅政策課 （ ） 、
（ ）

ワード・エクセルで年賀状作成

とき 月 日 、 月１日 午
後２時 分 ４時 分 月８日 、
日 午後６時 分 ８時 分 ※い
ずれも計２日間。 対象・定員 文字入
力ができ、エクセルを使ったことがある
高校生以上の方・ 人（抽選） 費用

円 申込方法 ハガキに教室名と
日程、住所、氏名、年齢、電話番号を書
いて、 月 日 （必着）までに郵送（フ
ァクスでも可） ※当選者にのみ連絡。
■ところ 申込 問合先 〒 ・

長瀬町３ ７ 長瀬青少年センター
（ ） 、 （ ）

だれでも簡単に楽しく介護予防を！

みんなの体操ひろば特別講座

転倒しにくい身体づくりを学びます。
とき・ところ 月 日 午後１時
分 ３時 高井田老人センター

月７日 午後１時 分 ３時 高齢者
サービスセンター 日 午前 時
時 分 五条老人センター 内容
転倒予防の基礎知識と実技 日本介
護予防指導者協会 重信直人さん 対象
・定員 市内在住の 歳以上の方・各
人（申込先着順） 申込方法 月 日
から電話または直接各センター
■申込・問合先 高井田老人センタ
ー （ ） 、 （ ）
高齢者サービスセンター （ ）
、 （ ） 五条老人セ

ンター （ ） 、 （ ）

福祉用具展示会

とき 月 日 日 午前 時
午後５時（ 日は午後３時まで） と
ころ 市役所１階多目的ホール 内容
電動ベッドなど福祉用具の展示と説明
【福祉用具講習会】
福祉用具の選び方・使い方などの講習
会を展示会場内で開催します。 とき・
内容 月 日 電動ベッドと床ず
れ予防マット（午後１時 ２時） 日

自立した移動を支援する福祉用具
（午後１時 ２時）、移乗支援に利用する
電動リフト（２時 ３時） 日 自
立した入浴・排泄を支援する福祉用具（午
後１時 ２時） 日 介護におけ
る福祉用具全般の基礎（午後１時 ２時）
■問合先 高齢介護課内介護保険事業
者連絡協議会 （ ） 、
（ ）

子育て講座

自閉症ってなんだろう

会員同士で子育て支援を行うファミリ
ー・サポート制度に、依頼や相談が増え
ている自閉症などの発達障害児への理解
を深めるため、実際に援助するときの対
応方法などを学びます。 とき 月４
日 午前 時 正午 ところ 総合福
祉センター 内容 講演 自閉症ってな
んだろう？ 障害の理解と対応の仕方

法人東大阪発達障害支援の会ピュ
ア 対象・定員 子育て支援に関心のあ
る市内在住の方とファミリー・サポート
・センター会員・ 人（申込先着順）
申込期限 月３日
■申込・問合先 ファミリー・サポー
ト センター （ ） 、 （ ）

老人大学 悠友塾

公開講座

とき 月 日 午後１時 ３時
内容 明治初年の名前騒動 長田村旧
名改名騒ぎ 帝塚山大学名誉教授 井
戸田博史さん 対象・定員 市内在住の
方・ 人（申込先着順） 申込方法
月 日 から電話または直接
■ところ・申込・問合先 高齢者サー
ビスセンター （ ） 、
（ ）

歴史講演会

とき 月１日 午後１時 分 ４
時 分 内容 河内湖南岸の渡来人と
その故郷 大阪市文化財協会 寺井
誠さん、 河内湖北東部の馬飼 四條
畷市教育委員会 野島稔さん 定員
人（当日先着順）
■ところ・問合先 埋蔵文化財センタ

ー （ ） 、 （ ）

生駒山系の歴史・文化フォーラム

とき 月９日 午後１時 ４時
ところ 大阪歴史博物館（大阪市中央区）
内容 基調講演 私が考える生駒山系
をおもしろくする方法 大阪ガス エ
ネルギー・文化研究所 栗本智代さん
パネルディスカッション 新しい生駒
山の魅力を産み出す 府立大学大学院
教授 増田昇さん、 バードデザインハ
ウス 鳥山大樹さん、生駒山系で活動す
る団体代表 定員 人（抽選） 申込
方法 往復ハガキ（１枚２人まで）に参加
者の住所、氏名、年齢、性別、電話番号
を書いて、 月 日 （必着）までに郵送
■申込・問合先 〒 ・ 大阪市

中央区南本町２ １ ８ 大阪府みどり
公社 （ ）
■問合先 みどり対策課 （ ）
、 （ ）

行政書士による無料相談

とき 月４日 午後１時 ４時
（予約不要で、受付は午後３時 分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許・認可申請、
外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課
（ ） 、 （ ）

出張就業相談

母子家庭の母および寡婦を対象に、就
職・転職などについて専門の相談員が出
張相談を行います。 とき 月 日
午後１時 ５時（要予約） ところ イ
コーラム（男女共同参画センター） ※
１歳６か月 就学前幼児の保育あり（有
料で 月 日 までに要予約・定員あ
り）。
■申込・問合先 母子家庭等就業・自

立支援センター （ ） 、
（ ）
■問合先 こども家庭課 （ ）
、 （ ）

１級建築士による相談

とき 月 日 午後１時 ４時
（予約不要） ところ 市役所１階相談
室 内容 建替え、耐震、アスベスト、
リフォーム、シックハウス、欠陥住宅な
ど ※住宅の耐震診断補助申込みの受付
もしています。
■問合先 指導監察課 （ ）
、 （ ） 大阪建築

士事務所協会第２支部 （ ）

労働なんでも相談会

労働契約、賃金、解雇・退職勧奨、い
じめ、セクシュアルハラスメントなど働
く上での悩み、疑問、トラブルなど、ど
んなことでも相談してください。来場ま
たは電話で受け付けます。 とき 月
５日 、６日 午前 時 午後８時
ところ エル・おおさか南館（大阪市中
央区） 相談員 大阪労働局、大阪府総
合労働事務所、大阪弁護士会、大阪府社
会保険労務士会 対象 府内の労働者、
事業主、労働問題に関心がある方など
相談方法 専用電話 （ ）
来場 申込不要ですが、弁護士による
相談（５日の午後４時 ７時、６日の正
午 午後３時、午後４時 ７時）のみ事
前予約が必要。
■予約・問合先 大阪府総合労働事務

所 （ ） 、 （ ）
■問合先 労働雇用政策室 （ ）
、 （ ）

アナウンサー・道上洋三さん（写真）が、
年にわたり担当するラジオ番組の軌跡を語りま
す。 とき 月 日 午後６時 分から（開
場は 分前） 定員 人（抽選） 申込方
法 往復ハガキ（１人１枚）に行事名、住所・
氏名（返信用にも）、電話番号を書いて、 月
日 （必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒 ・ 長瀬

町３ ４ ３ 長瀬人権文化センター （ ）
、 （ ）

中高齢者・母子家庭の母などを応援

就労支援パソコン講座
働く意欲がありながら就労が困難な

方を対象に、就職に有利とされる日商
検定文書作成３級獲得をめざしパ

ソコン講座を行います。 とき 来年
１月 日 ２月 日 午前 時
午後４時（昼休憩あり） ※水・土・
日曜日、祝日を除く計 日間。 とこ
ろ 明洋ライセンススクール（近鉄 小
阪駅 前） ※ビル３階でエレベータ
ーはありません。 内容 ワードの基
礎確認、日商 検定文書作成３級対
策講座と受験、就労支援コーディネー
ターによる就労相談や、履歴書添削な
ど 対象・定員 ワードで簡単な文書

作成ができる市内在住の離職者で、勤
労意欲のある方（学生を除く）・ 人
（抽選） 費用 円（教材費と
受験料） ※検定は来年２月 日 。
不合格の場合は補講あり。 申込方法
往復ハガキに講座名、住所・氏名（返
信用にも）、年齢、電話番号、受講動
機を書いて、 月 日 （必着）まで
に郵送
■申込・問合先 〒 ・ 高井

田元町２ １ ８ 東大阪市雇用開発
センター （ ）
■問合先 労働雇用政策室 （ ）
、 （ ）

は ぐ さ 市 民 劇 場

人 権 週 間 記 念 講 演 会人 会



秋
晴
れ
の

月

日
、
市
民

健
康
ま
つ
り
が
花
園
中
央
公
園

周
辺
で
開
催
さ
れ
、
十
万
七
千

人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

健
康
へ
の
啓
発
の
展
示
や
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

が
一
堂
に
集
ま
っ
た
市
民
健
康

ま
つ
り
は
、今
年
で
十
五
回
目
。

楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
つ
い
て

の
知
識
を
高
め
、
健
康
の
す
ば

ら
し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
お
う

と
、
市
と
市
民
グ
ル
ー
プ
や
ス

ポ
ー
ツ
団
体
、
医
師
会
な
ど
が

協
力
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
学

ぶ
夫
婦
を
は
じ
め
骨
密
度
測
定

や
健
康
相
談
を
受
け
る
高
齢

者
、
マ
ラ
ソ
ン
や
体
力
テ
ス
ト

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
家
族
な

ど
、
健
康
一
色
の
一
日
を
楽
し

み
ま
し
た
。

● ●

家族への思いが最優秀賞に

朝
食
を
食
べ
る
人
を
増
や
そ

う
と
公
募
し
た

朝
食
ア
イ
デ

ア
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

の

表
彰
式
が
、
健
康
ま
つ
り
の
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
百
四
十
点
も

の
応
募
の
中
か
ら
、
市
民
投
票

や
食
の
専
門
家
な
ど
の
審
査
を

経
て
決
定
し
、
最
優
秀
賞
に
は

新
池
島
町
・
白
神
紀
子
さ
ん

（
写
真
下
）
の

五
目
そ
う
め

ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

エ
ビ
や
き
ざ
ん
だ
野
菜
を
の

せ
た
そ
う
め
ん
に
、
ポ
ン
酢
を

か
け
た
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
に
は

あ
っ
さ
り
し
て
お
い
し
そ
う

な
ど
多
く
の
票
が
集
ま
り
ま
し

た
。

家
族
の
健
康
を
思
い
作

っ
て
い
ま
す

と
い
う
白
神
さ

ん
の
気
持
ち
が
、
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

ほ
か
の
入
賞
作
品
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
秀
賞

パ
ン
ケ

ー
キ

四
宮
麻
里
さ
ん
（
宝

持
）

バ
ラ
ン
ス
が
良
い
で

賞

カ
ン
タ
ン
十
五
穀
米
ワ
ン

プ
レ
ー
ト
ご
は
ん

西
寅
静

亜
さ
ん（
菱
屋
西
）

野
菜
が

多
い
で
賞

じ
ゃ
が
い
も
チ
ー

ズ
焼
き
、
ト
マ
ト
サ
ラ
ダ

西
口
和
代
さ
ん（
菱
江
）

健

康
に
ト
ラ
イ
賞

お
く
ら
と
大

根
お
ろ
し
入
り
納
豆
ご
は
ん
と

ほ
か
二
品

堀
井
展
子
さ
ん

（
岩
田
町
）

健
康
に
ト
ラ
イ

賞

ボ
リ
ュ
ー
ム
卵
サ
ン
ド

今
中
智
子
さ
ん
（
菱
屋
西
）

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
・
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
菜
た
っ
ぷ
り

五
目
そ
う
め
ん

新
池
島
町
・
白
神
紀
子
さ
ん

見守りにご協力を

近
年
、児
童
虐
待
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
な

ど
、
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

核
家
族
化
が
進
む
中
、
児
童

虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
、
早
期

発
見
・
対
応
、
保
護
や
ケ
ア
に

至
る
ま
で
、
総
合
的
な
支
援
体

制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
か
し
て
虐
待

と

感
じ
た
と
き
は
、
迷
わ
ず
福
祉

事
務
所
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
域
の
児
童
委
員

・
主
任
児
童
委
員（
民
生
委
員
）

へ
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
地
域
の
見
守
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

児
童
委
員

主
任
児
童

委
員
か
ら
の
お
願
い

今
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

児
童
虐
待
に
よ
っ
て
、傷
つ
き
、

成
長
・
発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
最

悪
の
場
合
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

虐
待
は
き
わ
め
て
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
虐
待
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

は
い
ま
せ
ん
か
。

お
か
し
い

何
か
変
だ

と
気
づ
い
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
私
た
ち
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
必
ず
守
り
ま
す
。

私
た
ち
児
童
委
員
・
主
任
児

童
委
員
は
、
市
や
大
阪
府
東
大

阪
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
協
力
し
て
、
児
童
虐
待
の
予

防
・
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の

（
状

況
や
様
子
の
変
化
）
に
気
づ
い

て
く
だ
さ
い
。

虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
問
合
先

東
大
阪
市
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合

会
（
事
務
局
社
会
福
祉
協
議

会
）

０
６（
６
７
８
９
）７
２

０
１
、

０
６
（
６
７
８
９
）

２
９
２
４

こ
ど
も
家
庭
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
９
４
、

０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
７

子
育
て
講
演
会

親
業
を
学
ん
で

親
業
を
学
ん
で

親
子
の
関
係
づ
く
り
を

親
子
の
関
係
づ
く
り
を

親
子
の
関
係
を
よ
り
深
め
る

た
め
、
子
育
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

子
ど
も
の
思
い
を
理
解
し
、

や
る
気
を
育
て
、
子
ど
も
を
伸

ば
す
親
の
接
し
方
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

◇
と
き

月

日

午

前

時

時

分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
大
集

会
室◇

講
師

日
本
教
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
上
級
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー

小
野
澤
み
さ
を
さ
ん

※
手
話
通
訳
あ
り
。

◇
定
員

百
人
（
申
込
先
着

順
）◇

申
込
方
法

月

日

か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◇
申
込
・
問
合
先

社
会
福

祉
協
議
会
内
東
大
阪
市
子
ど
も

の
相
談
機
関
連
絡
協
議
会

０
６
（
６
７
８
９
）
７
２
０
１
、

０
６（
６
７
８
９
）２
９
２
４

長瀬子育て支援センター

【親子体操】
親子で体を動かします。 とき
月 日 午前 時 時 分 対象
・定員 ２歳６か月以上の幼児とその
保護者・ 組（申込先着順） 申込方
法 月 日 午後１時から電話で
【クリスマスリース作り】
とき 月４日 午前 時 時
対象・定員 乳幼児とその保護者・
組（申込先着順） ※材料費が必要。
申込方法 月 日 午前 時から電
話で
【クリスマス会】
歌のお姉さんと楽しい時間を過ごし

ましょう。 とき 月７日 午前
時 時 対象 乳幼児とその保護
者 申込方法 月 日 午後４時ま
でに電話または直接

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 長瀬子育

て支援センター （ ） 、
（ ）

荒本子育て支援センター

【幼稚園入園に向けて話し合おう】
幼稚園入園を前に不安や悩みを話し
ましょう。 とき 月 日 午前
時 時 分 ところ 荒本子育て
支援センター 対象・定員 来年４月
に幼稚園に入園する子どもとその保護
者・ 組（抽選） ※子どもたちには
楽しい遊び企画あり。 申込方法
月 日 午後１時 分 日 午後５
時に電話で ※当選者にのみ 日 に
連絡。

【ハッピー・クリスマス】
うさぎやパンダの着ぐるみといっし

ょにクリスマス会を楽しみましょう。
とき・ところ 月７日 市民ふ
れあいホール 日 荒本人権文
化センター ☆いずれも午前 時
時 対象 乳幼児とその保護者 申込
方法 月 日 午前 時 分 月
４日 午後５時に電話で

◇ ◇
■申込・問合先 荒本子育て支援セ
ンター （ ） 、 （ ）

鴻池子育て支援センター

【ママとプレママ交流会】
先輩ママや赤ちゃんと交流しません

か（申込不要）。 とき 月 日
午後１時 分 ４時 対象 初めての
妊娠中で安定期の方 ※乳児対象のハ
イハイタイム（自由来館）も行ってい
ます。
【みんなで楽しくランチタイム】
保育所の給食をみんなで試食しま

す。アレルギーのある方は、申込時に
ご相談ください。 とき 月 日
午前 時 分 正午 対象・定員 １
歳６か月 ３歳未満の乳児とその保護
者・ 組（申込先着順） ※給食代が
必要。飲み物、コップを持参。 申込
方法 月 日 午後１時 ５時に電
話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 鴻池子育

て支援センター （ ） 、
（ ）
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